
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

 ◎町教育委員会及び町体育協会では平成 30 年度の各種表彰該当者を募集しています。 

以下に該当する方、または該当者を紹介いただける方は教育委員会（☎78-2250）までご連絡下さい。 

★文化・スポーツ分野で県大会以上に出場し、優秀な成績をあげた個人、または団体。 

★優れた指導・研究実績により、出雲崎町の文化・教育・体育の向上に功績をあげた方。 

  ★このほか、表彰に値すると認められる方。  ※過去に表彰を受けた方は前回以上の成績が必要。 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11 月 10 日（土）、11 月 11 日（日）の 2 日間、地域

間交流の一環として「良寛さんの修行の地」岡山県倉

敷市にて出雲崎の PR 活動を行いました。玉島交流セ

ンター「第 29 回玉島ふるさとふれあい物産展」に参加

し、特産品やお土産を販売。また、出雲崎の名物「サ

ザエの炊き込みご飯」197 食をふるまいました。準備 

   中の販売開始前からご予約をいただき、好評の 

   ためすべて完売しました！！ 

    売上金の 78,800 円は「倉敷市西日本豪雨災害 

   義援金」に全額充てることとし、交流会を終え

た  た最終日に倉敷市役所に届けました。 

  10 月 19 日（金）、中央公民館講堂において「第 28 回奥の細道天の河俳句大会」が開催されました。今年

は県内外、224 名の方から 978 句の応募が集まり、兼題の部では、町内からは仲野隆之さんの「潮鳴りを

加勢に鱈を糶り落す」が 4 位に、本間加津さんの「水馬水一枚の世界かな」が 20 位に輝きました！ 

  また、席題の部では、出席者 59 名、投句数 117 句。「金」詠み込み、「秋の山」。仲野隆之さんの「秋山

へ弥陀の百畳開け放つ」が 7 位に入賞しました。おめでとうございます！ 

 来年もたくさんのご応募をお待ちしております。 

作品募る、「奥の細道天の河俳句大会」☆彡 

 今年の出雲崎総合大学の活動もあと僅かとなりました。11 月 13 日（火）

には、地元の食材「いか」をつかった「いかの塩辛」づくりを開催！！ 

下処理から自分で調理する塩辛は特別な美味しさがあります。調理後は参加

者の皆さん各自でお持ち帰りいただきました。 

 お酒やごはんのお供にご家庭でつくってみてはいかがですか？ 

地元の食材料理！「いかの塩辛」～出雲崎総合大学～ 

平成 30 年 1２月７日発行 

編集：出雲崎町公民館 

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

表彰者の募集及び年末年始の休館日について 

サザエの炊き込みご飯ふるまう～in 倉敷～ 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 備 考 

町民体育館、屋内 GB 場 

多目的運動広場 
 

○ ○ × × × ○ 9:00～17:00 

北国街道妻入り会館 × × × × ○ ○ 9:00～17:00 

中央公民館、海岸公民館 × × × × × ×  

良寛記念館 × × × × × ×  

 

良寛遺墨『蘭風亭』 

親戚以外には殆ど見せ

たことが無いという。 

 良寛が土‵田家に逗

留した理由は、同じ名

主繋がりで、良寛生家

橘屋とも交流があった

のかもしれない。 

    中央公民館       

11 日（火）出雲崎総合大学   13 日（木）ちぎり絵サークル   15 日（土）料理教室  

18 日（火）さわスポ教室     6 日、13 日、20 日（木）英会話サークル  

22 日（土）書道サークル、フラワーアレンジメント、おうちパン講座 

 町立図書館（海岸公民館）  

 20 年前、少年 A が起こした女児殺人事件の犯行映像がオ

ークションに出品された。流出元を探る警察と、私刑を下

すべく A を追う自警団。自警団の 1 人が A の素性を突き止

めるも、事態は思わぬ方向へと転がっていく。 

元看護師でポケットティッシュカバー作りに精をだす有

村マツエ、勝気で姐御肌の工藤タカコ、伊達男の黒田亮平。

ケアハウスうちらの個性豊かな住人たちが繰り広げる出来

事を、オムニバス仕立てで描く。 

ケアハウス物語･･･野原 めぐみ 著 

どんまい   ･･･重松 清 著 

どんな人生にも打席はまわってくる。かつての甲子園球

児、要介護の親を田舎に抱えるキャプテン、夫に捨てられた

妻と娘。草野球チームを通して交錯する「ふつうの人々」の

人生を描く。 

人間狩り     ･･･犬塚 理人 著 

◎教育委員会所管の施設について、新年は 4 日から通常どおり開館します。 

今年も多くの皆さまからご利用いただき、大変ありがとうございました。来年もよろしくお願いします。 

千葉県在住の土`田善彦さんとその姉弟 大山 都さん、そして夫の大山 純さんの３人

が良寛記念館を訪れ、貴重な良寛遺墨『蘭風亭』を寄贈してくださいました。 

土‵田善彦さんの土‵田家（土の斜め右上に‵が付く）は、西蒲原郡燕村小高（現燕市）

の名主として栄えた家で、善彦さんで２８世となる。 

土`田家の遠祖は「埴生田（はにゅうだ）」姓で、安土桃山時代末期に豊臣秀吉より改

名の命を受け、土‵田姓に成ったという。土`田の「土」に付く「‵」は「生」の字の略

と伝わる。武埴（たけはに）の姓埴生田２６世の土‵田照彦氏の口伝では、良寛が土‵

田家に逗留した際、屋敷の庭に咲き誇る蘭の花を見て「なんと華やかな事か」と庭を讃

嘆し『蘭風亭』と揮毫したそうである。 良寛の伝記にも良寛が土‵田家を訪れた記録は

無く、当作品の存在が良寛の新たな足跡を表す貴重な役割を果たすと思われる。  

新寄贈作品、良寛遺墨『蘭風亭』は、来年度企画展で初公開を予定しております。 

良寛記念館に新たな良寛作品が収蔵されました！ 

12 月の公民館事業開催予定 

 溝猫長屋を出た子どもたち。忠次は「屋根に女性がいる

夢」を見て、新七は「白粉の匂い」を嗅ぎ、留吉は「不思

議な声」を聞くように。一方、お紺に 2 人の若者との縁談

が。1 人は愛想良しだが、もう 1 人はいわくありげで…。 

別れの霊祠   ･･･輪渡 颯介 著 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 
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こ
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町
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老
い
て
二
人
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夜
か
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て
ま
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団
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間 

加
津 

〈越
後
出
雲
崎 

渚
会
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「北
前
船
寄
港
地
」
を
観
る 

公
民
館
長  

佐
藤 

亨 
 

早
く
も
１
２
月
を
迎
え
た
。
一年
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
今
年
も
各
地
で
発
生
し
た
異
常
気
象
や
地

震
な
ど
で
大
災
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
も
あ
った
。
一

方
、
本
庶
佑
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
、
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン遺
跡
群
の
世
界
遺
産
登
録
や
、
ス
ポ
ー
ツ
で

は
平
昌
冬
季
五
輪
で
の
日
本
勢
の
大
活
躍
な
ど
国
民

感
情
も
あ
る
が
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
数
多
く
あ
っ

た
。 

  

当
町
で
は
恒
例
の
行
事
を
は
じ
め
、
新
し
く
企
画

し
た
事
業
や
新
設
し
た
建
物
・
コ
ー
ト
な
ど
施
設
面

で
も
充
実
し
た
一年
で
も
あ
った
。
課
題
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
課
題
を
来
年
の
飛
躍
に
つ
な
げ
ら

れ
れ
ば
最
高
で
あ
る
。 

  

今
年
は
北
前
船
日
本
遺
産
登
録
寄
港
地
で
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
参
加
や
施
設
見
学
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。 

 

先
ず
、
福
井
県
坂
井
市
で
開
催
さ
れ
た
「寄
港
地

フ
ォ
ー
ラ
ム
」。
坂
井
市
は
「三 

国
湊
」
が
以
前
か
ら
全
国
的
に
有 

名
で
あ
る
。
歴
史
資
料
館
に
は
明 

治
十
二
年
建
設
の
小
学
校
外
舘
を 

復
元
し
、見
事
な
「み
く
に
龍
翔
館

 

」
（写
真
１
）
が
充
て
ら
れ
て
い 

た
。
北
前
船
関
連
の
建
物
等
も
多 

く
あ
り
、
ま
た
、
参
加
者
も
現
地 

で
案
内
人
と
共
に
体
験
や
意
見
を 

交
わ
す
「体
験
型
の
見
学
会
」
と
し
て
特
色
を
出
し

て
い
る
。 

 

次
に
、
隣
接
の
長
岡
市
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（写
真

２
）。
長
岡
開
府
４
０
０
年
、
戊
辰
１
５
０
年
記
念
を

節
目
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
「米
百
俵
の
精
神
」
を

次
世
代
に
い
か
に
繋
い
で
い
く
か
、
そ
し
て
、
そ
れ

を
北
前
船
寄
港
地
交
流
と
し 

て
ど
う
活
性
化
に
繋
げ
る
か 

地
元
関
係
者
が
熱
心
に
議
論 

し
た
。  

 
 

 
 

      
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（１） 

（２） 

〈西
乃
越
句
会
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
し
て
、
岡
山
県
倉
敷
市
に
あ
る
「む
か
し
下
津
井

回
船
問
屋
」。
こ
の
回
船
問
屋
は
、
瀬
戸
大
橋
の
本
州

側
た
も
と
に
あ
る
。
三
国
湊
、
寺
泊
（長
岡
）
な
ど
と

共
に
日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。母
屋
は
明
治
中

期
か
ら
昭
和
初
期
の
回
船
問
屋
を
再
利
用
し
、蔵
の
活

用
や
売
店
な
ど
も
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
い
た
（写
真

３
）。
当
時
の
資
料
も
豊
富
で
、
ま
た
、
地
元
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
も
よ
く
調
査
に
訪
れ
て
い
る
（パ
ン
フ

よ
り
）。 

   
 

 
 

 
   

 

説
明
地
図
に
は
多
く
の
寄
港
地
と
共
に
「出
雲
崎
」

の
地
名
も
記
さ
れ
、仲
間
意
識
に
も
似
た
感
慨
を
持
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
北
前
船
寄
港
地
は
北
海
道
や 

日
本
海
、瀬
戸
内
海
な
ど
と
一
つ
と
な
った
大
き
な
文

化
・経
済
の
交
流
が
荒
波
を
超
え
た
「船
」
で
繋
が
れ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
た
。 

 

北
前
船
に
関
し
て
は
平
成
２
７
年
８
月
の
「公
民
館

だ
よ
り
」
に
も
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
いず
れ
も

北
前
船
の
寄
港
地
は
、共
通
し
て
寄
港
関
連
資
料
や
旧

回
船
問
屋
跡
、
関
連
用
具
、
航
行
安
全
祈
願
奉
納
（船

絵
馬
）な
ど
が
あ
る
が
、出
雲
崎
町
も
そ
の
類
を
有
し
、

他
地
域
に
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
「四
爪
錨
（い
か

り
）
」
も
あ
る
。
来
年
は
、
そ
れ
ら
を
有
効
に
結
び
付

け
て
「北
前
船
」
関
連
の
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

来
年
に
向
け
、
皆
様
も
様
々
な
想
い
を
お
持
ち

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
想
い
が
成
就
、
達
成
さ
れ

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
を
お

元
気
に
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
念
じ
上
げ
ま
す
。 （３） 

筆
執
る
も
正
座
く
ず
る
る
達
磨
の
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今月の一句 
嶺
よ
り
の
風
の
行
く
先
冬
田
か
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小
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学
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俳
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く
り
ご
は
ん 

ま
だ
で
き
な
い
か
ま
ち
ど
う
し
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４
年
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岡
田 

陽 

さ
わ
い
で
は 

上
か
ら
栗
が
お
ち
て
き
て 

 

４
年
生 

 
 

平
田 

瑠
花 

や
き
た
て
は 

あ

つ
い
よ
あ

つ
い
さ

つ
ま
い
も 

 

５
年
生 

 
 

小
林 

実
咲 

さ

つ
ま
い
も
口
に
入
ら
ぬ
大
き
く
て 

 

５
年
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山
田 

聖
矢 

二
階
か
ら
見
え
る
柿
の
実
い
っ
ぱ
い
だ 

 

６
年
生 

 
 

石
井 

亜
実 

干
し
柿
は
祖
父
が
つ
る
し
て
百
個
ほ
ど 

 

６
年
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村
山 

莉
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～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

12月1日（土）、2日（日）に剣道教室と柔道教室の児童・生徒を対象とした平成30年度昇級審査会を開催

しました。両教室合わせて19名の参加者がこの1年間鍛えた「心・技・体」を披露しました。 

剣道は素振り、打ち込み、実際に打ち合う稽古を行い、気迫ある声を張り上げて竹刀をふるいました。 

 また、この剣道教室で学んだ中学生の仙海和華さんが昇段審査に合格し初段になりました。 

柔道では受け身、礼儀作法、試合形式の紅白戦で審査を行い、足さばきや寝技での攻防などで競い合いま

した。審査の結果、見事参加者全員が昇級することができました。おめでとうございます‼ 

そして、柔道教室でもこの教室で学んだ中学生の諸橋大生さん髙橋玲斗さん小田海空斗さんの 3 名が県の昇

段審査に合格して初段になるなど嬉しいニュースも聞くことができました。今後の活躍に期待しています。 

今年度の野球シーズンが終了しました。野球協会

が主催した各大会の結果は以下のとおりです。お疲

れ様でした。 

○出雲崎町野球協会長杯（5/1～7/17） 

 優 勝： Mr.ローレル   

○出雲崎町公民館長杯（8/9～10/23） 

 優 勝： ユニバース   

○出 雲 崎 町 長 杯（9/ 11～10/30） 

 優 勝： Mr.ローレル   

 

12/12,19,26 日（水）19：30～21：00 

年末を迎えるため、町民体育館の忘れ物を整理い

たします。玄関に放置されていたカサや靴も忘れ物

として保管しております。以下の期間を過ぎた忘れ

物はこちらで処分いたします。心当たりのある方は

町民体育館までご連絡ください。（℡：78-4700） 

 帰る際は身の回り品の確認を徹底して、忘れ物の

ないよう気を付けて利用しましょう。 

保管期限：12 月 30 日まで 


